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消毒ニモ沃度ヲ佐シテL才キシア Jレ1 ヲ使用スペキグア ｝~ ガ，従来妓果的ト考へラレア居 Jレ沃度
ガL才キシフル寸ニJ.｝レ結果トナツタ Jハ一寸異様ニ感ゼラレル。














7)' 8)' 9）ノ各題ハ何レモ全身麻酔，直腸麻酔ニ就テノ研究デアツタ。 由来西敵諸園ニ於









ノ全部が Medullaoblongata / 上記 2ツノ中憾ヲ遠慮ナ シニ刺戟シテヰル次第デハナィ。ソレ
デア Jレカラ此ノ後ノ 1;11酢カ－法ノプJ・ Ji手術 rl·•多少疹痛ハアツアモ術中術後ノ不快症AAガ軽微デア
Jレ。是ガ『全身~酔』ト「局所~酔』トノ棋本的ノ相違デア Jレガ，是ヲ寅験的ニ鮮明ニ立誼ス
Jレ人ハ無4カ。
9) へJ追加， gpチ Avertin肺酔中絶削トシテ Coramin J i. v.或ハ i.m. J注射ハソレ
ガ異質ナラパ注目シテ良f。Sじopolamin中毒ニ到シテモ 炎ー放ス Jレモノデアル。
12）宰丸移植ト基礎代謝 北大西川外科 三 上二郎
斯ウ日フ演題デ製曾グ物ヲ 首アノニハ症例が少ナj品ギJレ，殊ニ腹筋内へ移縦［シタ宰メLノi革命
ガ「検索サレテヰナ f：事ヲ遺憾トス Jレ。歩手）Jハえデア Jレガ診断・ ifi1M・7象防ニ向ツアノ寅Ji1~値
ハ雌メテ齢、ナイ仕事アアル。
遁 加 2. ｝広浪修 一 ・岩城 連
肉腫が Impedin ヲ含街スル事，従テ肉腫が微生物性 ノモ ノナル工事ハ~ニ青柳，平尾雨氏ニ
依ツテ報告 すレタ。誌ニ又藤浪，むJ成羽氏ニ依ツテ．高Ii者ハ肉腫ノ 1"正汎ナ種類ニ亙リ，喰菌現
象ヲ指標ト シテ，後者ハ血中凝集索産生ヲ指標トシテ何レモ肉腫組織ノ lmpedin 反肱ヲ謹明
シ，『肉腫ノ成区iハ徴生物性』デアJレ事ヲ断言シタa コレハ無論烏潟毅授ノ ；主張グアJl-。
























カ何トカ述ィ立ァ、， .r~潟敬授ノ「制｝誼」ニ閥スル Horror autotoxicus (Ehrlich) I説明ニ楯
ヅ 4テ居ツタ研究者ガアツタガ，共人々ハ共後何底へ消エ失セタノデアルカ。『ドーデス，人間
ノ痛ガ共注射デ治リ 7 シタカナ？」。
14) Locus minoris resistentiae J研究 京大外科吉田久土
皮下結締織及ピ筋肉エ於ア Locusminoris resistentia＇：！ヲ賓験的ニ誼羽シタ Jハ面白4。夏ニ
是ニ依ツテ局所性白働免疫／獲得が端的ニ誼明サレ，烏潟教授ノ喰細胞売疫・撃説ヘノ直接ノ謹
嫁が 1 ツ増加シ九同時ニ 7 タ煮沸免疫元ノ針Lワクチン1優秀l~E ノ伝謹モ頗Jレ鮮カア何人モ追
従モIH来ヌシ，文句／ツタ様モナ 4デアラク。痛快極＂？） レ研究デアル。































イ，組織壊死脆落後 J~倉IJ面寸 tl上皮被覆ヲ遂グタ 7 デノコトデアル。
L壊死カ。費生ス Jレト脱痘ハ治Jレ1ト言フノハ非常ニ誘惑性ニ富ンダ表示デアルガ，共賞非常ナ




















第二日 0 0 子























27)頭部交感神経切除J胸腔内吸牧z及ボス影響＝就テ潟大卒Il外科 森 健 一





































30) Lアタロメガリー寸手術治験例 京大外科 荒木千里
脳下垂韓手術ニハ硬膜外前頭術式ヲ以テ標準術式トスペシト云フ提唱ニ針シ曾員聴衆カラ賛
否何レノ遁加毛無カツタ。




31)馬尾神経部孤立性LJ－｛リ Jー ム寸J刷出治験例 岡大石山外科 石山幅二郎
Neurinom トNeuro自brom トノ医別ハ Cushingデナタレパ一寸判ラヌカモ知 I/ヌ。演者ノ
相不安ノ達鰭ニヨツア，飽カスA且ツ，理解シ易ク聞クヨトガ出来タ。
















36）癒摘＝封スル脳皮質級引除去法＝就テ 名大鷲藤外科 粛 藤 虞
Krause等ガ Hirntumor..：.向ツテ行ツタ吸引除去法ヲ顕痢ノ脳皮質切除ニ服用シ，且ツ蜘昧膜
下＝之ヲ行ツタノハ．ヨイ思ヒツキデアル。然シ脳皮質切除モ従来ハ後遺症欣多ク，且ツ永久










































上ニイJfJ等カ進歩ヲ企テ Jレ様ナ琵表デナクレバ面白クモナ 4シ，役ユモιタナ 4。今後曾長モ曾
員モ飴程此黙ニ注意セネバナラヌ。
Goethe ノ言ツタコトニ“DerMenschheit Schnitzel kriiuseln”ト言フノヵ・アルガ，一生懸命
ーナツテ L紙屑1 ヤ ιカンナ府1 ヲ熔キ曲ゲタトコロデ，ソレがL人生1ニ針シテ何カ役ニ.－・，：ツ
ヵ？ 何ノ役ニモ立タヌノデア Jレ！ 研究的努力ヲスルニモ診断・治療・致防ノ何レカニ闘係ア
ルコトヲスJレガヨ fシ，サセルガヨ 4。若キ謬徒ノ研究的努力ヲ1疑問ノ；地ニ磨セシム Jレコトハ
一種ノ；罪悪デアル。
49）ヱツク氏震予L犬ヲ以テセ＇＂ L－｛レウス＇J研究 城大小川外科、 高田誠一
50) L －｛レウス1時胃液分泌充進ト」4レウス1中毒症棋設現＝就4テ
城大小川外科 金 品 鑓
追加 Parabiose-Ratteヲ以テセ＇＂高位腸閉塞 J賓験的研究
城大小川外科 朴 乾 源
三者トモニ城大小）, ，外科ヨリ／提出テ‘小川教授ノ従来ノ提唱， 1!Pチ Histamin+ Xナルモノ
ヲ PrimiiresIleustoxinデアルトシ，コノモノハ閉塞下部腸管カラ生成サレ，其他ノ各種臓器組
織ニ於テモ形成作用ガアJレト強調シタノデアル。
之ニ劉 シデ阪大岩永外科ノ数氏jf立ツア．小川教授等ノ言フ XナJレ Histamin様物質トハ，










J::Iis.t~min ャ J::Iist~rnin3:~e ャ其ノ出来場所／上カ下カナドハ ~l~.ll~ J訟断・治療・議防ニ向
ツテ行会クμすL紙胃7カ’ー ιキー竺ナ府「ぞノ様±モイ7・アJレ。ソレヲ何年モ費シテ何人掛リ，hテ
彼方へ捲キ．此方へ曲ゲテ見タ所デ Meo.schheitニ向ツテドノ位ノ問ニ立ツノデアJレカ。





52）畠様突起炎J統計的観察 東大盛岡外科 佐伯重治（外 5名〉
遁加2, 念性晶樟突起炎Z劃ス＇＂余等 J治療方針ト其J成績























従来知ラレア居Jレ種々 ナJレCardiographie I- Ink式トヲ比較シテ Ink式ガ何ノ位ノ能力ヲ
示スカヲ明白ニスルトカ或ハ絞線電流計式ノ接置ヲ以テ精確ナ研究ヲ積ムトカシテ貰ヒタ 4。
ソレデ無イト皐術ノ進歩ニハ何ノ役ニモ立チハセヌ。紙屑ヲ機械デ拘ゲテモ指先キデ曲グテモ












































































































































陳蓄性先天性股関節脱臼ノ治療成績 亡ti 玉目Ji: 博 士
化膿セJレ謄嚢乳噴欣嚢欣腺腫ノ1例ニ就テ 名古足市民病院山 崎 動君





























荒 〉十三 講 削i
稲 本 晃君
葱 雄君
藤原紫郎君、
小笠原講師
